
（
第
三
十
五
回
研
究
所
資
料
展
）

白
亜
の
殿
堂 
大
倉
山
に
現
る 

　
　
　
　
　
　
―
新
発
見
の
資
料
か
ら
よ
み
解
く
―

星
　
原
　
大
　
輔

平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
三
月
二
十
六
日
発
行

『
大
倉
山
論
集
』　
第
六
十
四
輯
抜
刷

（
公
益
財
団
法
人
　
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
）
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白
白
白
白
白

白白
白
白
白
白
白
白
白
白
白

（
第
三
十
五
回
研
究
所
資
料
展
）

白
亜の殿堂


 

大倉山に現る




 

　
　
　
　
　
　
―
新
発
見
の
資
料
か
ら
よ
み
解
く
―

星　

原　

大　

輔

　

旧
大倉

精
神
文
化
研
究
所
本
館
で
あ
る
横
浜
市
大倉山


記
念
館
（
以
下
、
記
念
館
）
は
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）、
所
長
の大倉


邦

彦
（
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
～
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
））の

誕
生
日
で
あ
っ
た
四
月
九
日
に
竣
工
し
た
。
爾
来
、
当
研
究
所

が
本
館
を
活
動
拠
点
と
し
て
利
用
し
て
き
た
が
、
昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
財
政
上
の
理
由
か
ら
、
敷
地
を
横
浜
市
へ
売
却
し
、
同

時
に
本
館
を
市
へ
寄
贈
し
た
。
そ
の
後
、
横
浜
市
は
本
館
の
改
修
を
行
い
、
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）に現


在
の
名
称
に
改
め
て
開

館
し
た
。
現
在
、
記
念
館
は
多
く
の
人
び
と
に
よ
っ
て
文
化
活
動
の
発
信
地
と
し
て
利
用
さ
れ
るに

至
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
建
物
の
名
称
や
利
用
用
途
は
竣
工
当
時
か
ら
変
化
し
て
い
る
が
、
当
研
究
所
は
設
立
時
か
ら
今
に
至
る
ま
で
記
念
館
の

中
で
活
動
を
続
け
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
当
研
究
所
に
は
、
大倉

が
大
正
時
代
末
に
設
立
を
構
想
し
た
時
期
か
ら
現
在
ま
で
、
記
念
館
や

研
究
所
の
沿
革
に
関
す
る
数
万
点
の
資
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
今
も
な
お
調
査
と
整
理
を
続
け
て
い
る
が
、
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
本
館
建
設
や
研
究
所
運
営
に
ま
つ
わ
る
資
料
が
こ
れ
ま
で
い
く
つ
も
見
出
さ
れ
て
き
て
い
る
。
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そ
こ
で
今
回
、
そ
れ
ら
新
発
見
の
資
料
を
中
心
に
、
①
研
究
所
本
館
を
設
立
す
るに

至
っ
た
経
緯
と
背
景
、
②
研
究
所
本
館
の
建
設
工

事
の
様
子
や
特
徴
、
そ
し
て
③
戦
前
の
研
究
所
の
運
営
状
況
を
紹
介
す
る
研
究
所
資
料
展
「
白
亜の殿堂大倉山に現る









～
新
発
見
の
資

料
か
ら
よ
み
解
く
～
」
を
開
催
し
た
。
期
間
は
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
八
月
二
日
（
水
）
か
ら
十
月
二
十
一
日
（
土
）
ま
で
で
、

会
場
日
数
は
五
十
三
日
、
期
間
中
の
入
場
者
数
は
延
べ
一
〇
七
六
人
で
あ
っ
た
。

　

本
資
料
展
で
は
、
展
示
資
料
は
現
物
で
は
な
く
、
す
べ
て
デ
ー
タ
化
し
て
パ
ネ
ル
に
て
紹
介
し
た
。
本
稿
で
は
、
各
パ
ネ
ル
の
キ
ャ
プ

シ
ョ
ン
と
展
示
資
料
を
順
に
掲
げ
て
い
く
。
な
お
、
本
稿
を
作
成
す
るに

あ
た
っ
て
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
一
部
を
加
筆
修
正
し
た
。

ご
あ
い
さ
つ

　
「
白
亜の殿堂



」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
横
浜
市
大倉山


記

念
館
の
建
物
は
、
実
業
家
の大倉


邦
彦
が
研
究
所
と
附
属
図
書
館

の
創
立
を
企
図
し
て
建
設
し
た
も
の
で
、
昭
和
七
年
（
一
九
三

二
）
四
月
九
日
、
大倉

精
神
文
化
研
究
所
本
館
と
し
て
竣
工
し
ま

し
た
。
記
念
館
と
な
っ
た
現
在
で
も
、
文
化
活
動
の
発
信
地
と
し

て
、
地
域
内
外
の
人
び
と
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
研
究
所
で
は
、
大倉

邦
彦
が
大
正
時
代
末
に
設
立
を
構
想
し

た
時
期
か
ら
現
在
ま
で
、
当
研
究
所
の
沿
革
に
関
わ
る
数
万
点
の

資
料
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
今
も
な
お
調
査
と
整
理
を
続
け
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
に
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
本
館
建
設
や

研
究
所
運
営
に
関
す
る
事
実
が
、
い
く
つ
も
明
ら
か
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
、
そ
れ
ら
新
発
見
の
資
料
を
中
心
に
、
研
究
所

本
館
を
設
立
す
るに

至
っ
た
経
緯
と
背
景
、
研
究
所
本
館
の
建
設

工
事
の
様
子
や
特
徴
、
そ
し
て
戦
前
の
研
究
所
の
運
営
状
況
を
紹

介
す
る
資
料
展
示
会
を
企
画
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
展
示
を
通
し
て
、
普
段
何
気
な
く
眺
め
て
い
る
記
念
館
に
施

さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
と
、
大倉

が
込
め
た
想
い
を
知
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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白
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白
白
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一　

研
究
所
本
館
の
設
立
に
至
る
ま
で

①　

大
倉
邦
彦
の
事
業
構
想

精
神
文
化
図
書
館
の
設
立
構
想

　

関
東
大
震
災
の
余
韻
も
さ
め
や
ら
ぬ
大
正
十
四
年
（
一
九
二

五
）の

春
、
大倉

洋
紙
店
な
ど
の
社
長
で
あ
っ
た
大倉

邦
彦
は
、

「
国
民
の
良
心
の
扉
」
を
開
き
た
い
と
の
使
命
感
に
燃
え
、
私
財

を
投
じ
て
精
神
文
化
図
書
館
の
設
立
を
考
え
ま
す
。
こ
れ
が
、
現

在
ま
で
つ
づ
く
大倉

精
神
文
化
研
究
所
の
は
じ
ま
り
で
し
た
。

《
展
示
資
料
》

・�

精
神
文
化
図
書
館
設
立
内
容
・
視
察
要
項
／
大
正
十
五
年
（
一

九
二
六
）�

沿
革
史
資
料
№8218-41

　

大倉

は
、
図
書
館
設
立
の
動
機
を
「
宗
教
的
信
念
に
立
脚
し
た

人
生
観
」
を
持
つ
人
材
の
育
成
と
「
万
古
不
易
の
国
民
精
神
」
の

振
興
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
実
現の

た
め
、
図
書
館
・
学
校
・
社

会
施
設
の
調
査
、
一
般
社
会
思
想
の
研
究
、
そ
し
て
名
所
旧
蹟
の

歴
訪
を
目
的
と
し
て
、
欧
米
諸
国
へ
視
察
に
赴
き
ま
し
た
。

事
業
構
想
の
変
遷

　

当
初
、
研
究
事
業
は
図
書
館
運
営
の
一
部
と
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
準
備
を
進
め
て
い
く
う
ち
に
、
研
究
事
業

が
メ
イ
ン
と
な
り
、
図
書
館
は
附
属
機
関
へ
と
位
置
づ
け
が
変
わ

り
ま
し
た
。
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）の

春
頃
、
名
称
も
現
在
の

「
精
神
文
化
研
究
所
」
へ
と
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
当
時

と
し
て
は
と
て
も
大
き
な
図
書
館
で
あ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
、

地
元
の
人
た
ち
は
「
研
究
所
」
で
は
な
く
「
図
書
館
」
と
呼
ん
で

い
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
っ
て
い
ま
す
。

《
展
示
資
料
》

・
大
倉
邦
彦
宛
五
島
慶
太
書
簡
／
昭
和
四
年
六
月
二
十
二
日

�

沿
革
史
資
料
№20038

・
大
倉
邦
彦
宛
五
島
慶
太
書
簡
／
昭
和
四
年
十
月
三
日

�

沿
革
史
資
料
№20047
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②　

基
本
図
書
の
収
集 

～
訪
欧
視
察
旅
行
～

　

大倉

邦
彦
は
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
三
月
、
欧
米
諸
国

を
目
指
し
て
旅
立
ち
ま
す
。
目
的
は
、
宗
教
教
育
の
実
状
と
研
究

所
や
図
書
館
の
運
営
を
視
察
す
る
こ
と
、
そ
し
て
精
神
文
化
に
関

す
る
洋
書
を
購
入
す
る
こ
と
で
し
た
。

《
展
示
資
料
》

・
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
前
の
集
合
写
真
／
大
正
十
五
年
四
月
【
図
１
】

�

沿
革
史
資
料
№6868

・�

写
真
「
デ
ン
マ
ー
ク
国
民
高
等
学
校
の
本
館
裏
側
」
／
大
正
十

五
年
九
月
二
十
一
日�

沿
革
史
資
料
№6870

　

大倉

は
デ
ン
マ
ー
ク
国
民
高
等
学
校
を
訪
問
し
、
校
長
ら
の
案

内
で
校
内
を
視
察
し
て
い
ま
す
。
教
育
方
針
に
感
銘
を
受
け
た
大

倉
は
、
同
校
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
故
郷

の
佐
賀
県
神か

ん

埼ざ
き

郡
西
郷
村
（現
 

神
埼
市
）に

、
女
子
を
対
象
と

す
る
農
村
工
芸
学
院
を
設
立
し
ま
し
た
。

・�

写
真
「
国
際
聯
盟
本
部
庭
園
に
向
て
」
／
大
正
十
五
年
十
一
月

十
一
日�

沿
革
史
資
料
№6870

　

ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
あ
っ
た
国
際
聯
盟
本
部
を
訪
問
し
た

と
き
の
も
の
で
、
国
際
聯
盟
事
務
局
員
の原

田
健
と
写
っ
て
い
ま

す
。
原
田
は
の
ち
に
駐
バ
チ
カ
ン
公
使
、
駐
イ
タ
リ
ア
大
使
、
宮

内
庁
式
部
官
長
な
ど
を
歴
任
し
ま
し
た
。

③　

基
本
図
書
の
収
集 

～
洋
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
～

原
田
三
千
夫
に
よ
る
洋
書
購
入

　

大倉

は
、
図
書
館
建
設
を
思
い
立
つ
と
、
蒐
集
図
書
の
選
択
基

【図 １】　�大倉は後方左端、原田は後方右から
２番目

　

大
正
十
五
年
四

月
四
日
に
ア
フ
リ

カ
大
陸
に
上
陸
し

て
、
カ
イ
ロ
に
向

け
て
砂
漠
を
横
断

し
て
い
ま
す
。
そ

の
途
中
で
撮
影
さ

れ
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
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白
白
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白

白白
白
白
白
白
白
白
白
白
白

準
と
購
入
リ
ス
ト
の
作
成
を
、
各
分
野
の
専
門
家
に
依
頼
し
て
い

ま
す
。
こ
の
目
録
を
基
に
、
大倉

と
秘
書
の
原は

ら

田だ

三み

千ち

夫お

は
イ
ギ

リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
な
ど
で
、
約
八
六
〇
〇
冊
の
貴
重
な

洋
書
を
購
入
し
ま
し
た
。

《
展
示
資
料
》

・
写
真
「
ロ
ン
ド
ン
郊
外
に
て
」
／
大
正
十
五
年

�

沿
革
史
資
料
№6878

　

大倉

と
一
緒
に
写
っ
て
い
る原

田
三
千
夫
（
明
治
三
十
三
年

（
一
九
〇
〇
）
～
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
））
は
、
語
学
が
堪

能
で
、
渉
外
や
図
書
購
入
を
担
当
し
ま
し
た
。
大倉

が
帰
国
し
た

後
も
、
し
ば
ら
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
と
ど
ま
り
、
昭
和
三
年
（
一
九

二
八
）
三
月
に
帰
国
し
ま
し
た
。

・
原
田
三
千
夫
の
帰
朝
報
告
／
昭
和
三
年
四
月
二
十
日

�

沿
革
史
資
料
№8224-2

　

大倉の


帰
国
後
、
原
田
は
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
、
フ
ラ
ン
ス

の
パ
リ
、
ド
イ
ツ
の
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
の
書
店
で
、
目
録
に
あ
る
書

籍
の
買
い
付
け
を
続
け
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
「
絶
版
の
も
の
が

可
な
り
多
く
」
あ
り
、「
そ
の
半
数
」
し
か
購
入
で
き
な
か
っ
た

よ
う
で
す
。
買
い
付
け
た
書
籍
の
な
か
に
は
、
一
五
七
八
年
に
刊

行
さ
れ
た
ス
テ
フ
ァ
ヌ
ス
版
『
プ
ラ
ト
ン
全
集
』（
請
求
記
号
：

131.3-E-1

～

‌
3

）
も
あ
り
ま
し
た
。

洋
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　

そ
の
後
も
追
加
購
入
を
つ
づ
け
、
現
在
で
は
約
九
〇
〇
〇
冊
か

ら
な
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

《
展
示
資
料
》

・
ペ
ロ
ー
、
シ
ピ
エ
共
著
『
古
典
古
代
の
美
術
の
歴
史
６
』

�

請
求
記
号
：702.03-P-6

　

フ
ラ
ン
ス
の
考
古
学
者
ペ
ロ
ー
と
建
築
家
シ
ピ
エ
に
よ
る
共
著

『
古
典
古
代
の
美
術
の
歴
史
』
全
十
巻
の
う
ち
、
当
館
は
八
冊
を

所
蔵
し
て
い
ま
す
。
一
八
九
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
第
六
巻
は
「
初

期
の
ギ
リ
シ
ャ
、
ミ
ュ
ケ
ナ
イ
」
に
関
す
る
も
の
で
、
記
念
館
の

独
特
な
外
観
・
装
飾
に
採
用
さ
れ
て
い
る
プ
レ
・
ヘ
レ
ニ
ッ
ク
様

式
を
設
計
す
る
上
で
、
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
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④　

基
本
図
書
の
収
集 

～
貴
重
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
～

　

現
在
、
大倉

精
神
文
化
研
究
所
附
属
図
書
館
の
図
書
原
簿
に
は
、

十
万
余
冊
の
蔵
書
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
精
神
文

化
に
関
す
る
貴
重
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
全
体
の
四
割
を
占
め
て
お
り
、

そ
れ
が
附
属
図
書
館
の
最
大の

特
徴
と
言
え
ま
す
。
こ
れ
ら
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
大倉

邦
彦
や
研
究
所
が
購
入
し
た
も
の
も
あ

れ
ば
、
大倉の


交
友
関
係
な
ど
が
き
っ
か
け
で
寄
贈
さ
れ
た
も
の

も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
ひ
と
つ
が
、「
タ
ゴ
ー
ル
文
庫
」
で
す
。
ラ
ビ
ン
ド
ラ

ナ
ー
ト
・
タ
ゴ
ー
ル
（
一
八
六
一
～
一
九
四
一
）
は
、「
詩
聖
」

と
呼
ば
れ
た
イ
ン
ド
の
有
名
な
文
学
者
・
思
想
家
・
芸
術
家
で
す
。

彼
が
大倉

へ
寄
贈
し
た
著
書
百
五
十
九
冊
と
、
戦
後
に
タ
ゴ
ー
ル

記
念
会
が
収
集
し
た
図
書
九
十
九
冊
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。（
タ

ゴ
ー
ル
か
ら
の
寄
贈
本
は
、
本
研
究
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
中
）

《
展
示
資
料
》

・�

写
真
「
大
倉
邸
の
タ
ゴ
ー
ル
」
／
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
五

月
十
九
日�

沿
革
史
資
料
№8176

　

昭
和
四
年
に
来
日
し
た
タ
ゴ
ー
ル
は
、
大倉の


自
宅
に
約
一
ヶ

月
滞
在
し
ま
し
た
。
大倉

邸
で
開
か
れ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
中
華
民

国
の
学
生
を
招
い
た
会
の
一
コ
マ
で
す
。

・�

タ
ゴ
ー
ル
「
別
れ
の
詩
」
／
昭
和
四
年
六
月
八
日
【
図
２
】

�

沿
革
史
資
料
№12603-56

　

タ
ゴ
ー
ル
が
日
本
を
発
つ
前
日
、
関
係
者
に
配
布
し
た
挨
拶
状

で
す
。
翌
日
の
『
東
京
朝
日
新
聞
』
紙
上
に
、
こ
の
資
料
に
類
似

し
た
も
の
が
写
真
で
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
当
研
究
所
が
所
蔵

す
る
本
資
料
と
は
サ
イ
ン
の
筆
跡
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

【図 ２】

ベ
ン
ガ
ル
語
の
サ
イ
ン
は
タ

ゴ
ー
ル
の
自
筆
と
推
定
さ
れ

ま
す
。

（『
東
京
朝
日
新
聞
』
に
掲
載

さ
れ
た
日
本
語
訳
）

さ
し
昇の

ぼ

る
旭あ
さ
ひの
国
に
東
ひ
ん
が
しの
蓮
は
ち
す

の
初は
つ

花
開
き
け
り

人ひ

類と

の
宮み
や

居い

に
東と

亜う

細よ

亜う

の

新
し
き
世
の
聖に

え

供
物
と
し
て
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⑤　

基
本
図
書
の
収
集 

～
古
文
書
古
記
録
の
副
本
～

日
本
古
文
書
古
記
録
副
本
作
製
部

　

昭
和
四
年
四
月
、
大倉

は
日
本
古
文
書
古
記
録
副
本
作
製
部
を

設
置
し
ま
す
。
当
時
、
東
京
帝
国
大
学
史
料
編
纂
所
で
は
、『
大

日
本
史
料
』『
大
日
本
古
文
書
』
編
纂
の
た
め
に
、
貴
重
な
史
料

群
を
全
国
の
旧
家
・
神
社
・
仏
閣
な
ど
か
ら
借
用
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
、
精
神
文
化
に
関
す
る
良
書
を
選
び
、
副
本
を
作
製

し
た
の
で
す
。

　

こ
の
事
業
は
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
三
月
ま
で
行
な
わ
れ
、

そ
の
数
は
二
百
八
十
部
七
百
五
十
九
冊
、
枚
数
に
し
て
五
万
五
千

五
枚
、
写
真
版
百
八
十
六
枚
に
及
び
ま
し
た
。

《
展
示
資
料
》

・
写
真
「
大
倉
と
古
文
書
古
記
録
副
本
作
製
部
」

�

沿
革
史
資
料N

o.6878

・『
古
文
書
古
記
録
影
写
副
本
解
題
』
草
稿

�

沿
革
史
資
料N

o.3559

～3562

古
文
書
古
記
録
影
写
副
本

　

こ
の
時
作
成
さ
れ
た
副
本
は
、
現
在
、「
古
文
書
古
記
録
影
写

副
本
」
と
し
て
、
本
研
究
所
附
属
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

副
本
と
は
い
え
、
原
本
が
後
に
戦
災
な
ど
で
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た

も
の
も
あ
り
、
貴
重
な
史
料
群
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

《
展
示
資
料
》

・『
古
今
集
聞
書 

上
・
下
』（
昭
和
四
年
九
月
影
写
）

�

請
求
記
号　

イ
イ-6-1

、

‌
2

・『
古
今
和
歌
抄
』（
昭
和
四
年
四
月
影
写
）

�

請
求
記
号　

イ
イ-7

二　

研
究
所
本
館
の
建
設
と
そ
の
特
徴

①　

建
設
工
事
の
起
工

土
地
購
入

　

大倉

は
中
目
黒
に
土
地
を
購
入
し
、
建
設
予
定
地
と
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
が
建
ち
始
め
た
た
め
、
喧
噪
を
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
四
輯
　
平
成
三
十
年
三
月

離
れ
た
静
か
で
交
通
の
便
の
よ
い
土
地
を
探
し
求
め
ま
す
。
そ
う

し
て
た
ど
り
着
い
た
の
が
、
現
在
の大倉山



で
し
た
。
昭
和
三
年

（
一
九
二
八
）
六
月
の
こ
と
で
す
。

《
展
示
資
料
》

・
写
真
「
昭
和
十
年
頃
の
大
倉
山
」�

沿
革
史
資
料
№6764-343

・�

写
真
「
五ご

島と
う

慶け
い

太た

ら
の
視
察
」
／
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
十

月
【
図
３
】�

沿
革
史
資
料
№6764-343

　

五
島
ら
が
建
設
工
事
の
様
子
を
視
察
に
訪
れ
た
時
の
も
の
で
、

地
鎮
祭

　

幾
度
と
な
く
協
議
を
繰
り
返
し
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
九

月
頃
に
設
計
図
が
完
成
し
ま
す
。
工
事
の
無
事
を
祈
っ
て
地
鎮
祭

が
挙
行
さ
れ
、
基
礎
工
事
が
よ
う
や
く
始
ま
り
ま
し
た
。

《
展
示
資
料
》

・�

写
真
「
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
太
尾
建
築
現
場
」

�

沿
革
史
資
料
№8267

　

現
在
記
念
館
が
建
つ
丘
の
上
に
は
、
わ
ず
か
に
畑
が
あ
る
だ
け

で
し
た
。
大倉

は
、
東
横
電
鉄
（現

東
急
電
鉄
）の

創
始
者
五
島

慶
太
と
二
人
で
丘
の
上
に
立
ち
、
持
っ
て
い
た
ス
テ
ッ
キ
を
ぐ

る
っ
と
回
し
て
「
大
体
こ
の
位
の
土
地
が
欲
し
い
」
と
お
願
い
し

て
、
土
地
を
買
い
取
っ
た
と
語
っ
て
い
ま
す
。

・
写
真
「
地
鎮
祭
」
／
昭
和
四
年
十
月
三
十
日

�

沿
革
史
資
料
№12642-2

　

建
設
工
事
を
請
け
負
っ
た
職
人
の
ご
息
女
で
あ
る
足
逹
和
子
氏

か
ら
寄
贈
さ
れ
た
写
真
の
一
枚
で
す
。
地
元
の
師も

ろ

岡お
か

熊
野
神
社
の

宮
司
ら
の
奉
仕
に
よ
っ
て
、
厳
か
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

【図 ３】　�左から三人目が大倉邦彦、二人おい
て座っているのが五島慶太

場
所
は
現
在
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
屋

上
と
推
定
さ
れ
ま

す
。
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鎮ち
ん

礎そ

式

　

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
四
月
九
日
、
大倉

は
研
究
所
設
立
の

趣
旨
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
研
究
所
の
根
本
理
念
を
刻
ん
だ
方

尖
型
の
銅
碑
「
留
魂
碑
」
を
本
館
中
央
の
地
中
深
く
に
埋
め
ま
し

た
。
留
魂
碑
の
高
さ
は
二
．
一
ｍ
あ
り
ま
し
た
。
の
ち
に大倉山




記
念
館
と
な
っ
た
際
に
、「
留
魂
礎
碑
」
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

《
展
示
資
料
》

・
写
真
「
鎮
礎
式
」
／
昭
和
五
年
四
月
九
日

�
沿
革
史
資
料
№6759-63

・
写
真
「
留
魂
碑
」
／
昭
和
五
年
四
月
九
日

�

沿
革
史
資
料
№6936

・
写
真
「
地
中
に
埋
め
ら
れ
る
留
魂
碑
」
／
昭
和
五
年
四
月
九
日

�

沿
革
史
資
料
№12605-7-2-4

（
石
井
肇
氏
提
供
）

建
設
中
の
様
子

　

大倉の


念
願
で
あ
っ
た
大倉

精
神
文
化
研
究
所
本
館
は
、
昭
和

七
年
（
一
九
三
二
）
四
月
九
日
に
竣
工
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
大

倉の

満
五
十
歳
の
誕
生
日
で
も
あ
り
ま
し
た
。
建
設
中
の
写
真
は

本
研
究
所
に
も
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
関
係
者
の
ご
子
孫
か
ら

新
た
な
写
真
資
料
を
寄
贈
・
提
供
さ
れ
た
こ
と
で
、
建
設
過
程
が

よ
り
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

《
展
示
資
料
》

・
写
真
「
建
設
中
の
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
本
館
」

　
　
　
　
　

�

沿
革
史
資
料
№6878

／
№12605-7-4-1

（
石
井
肇
氏

提
供
）
／
№12605-7-10-2

（
石
井
肇
氏
提
供
）
／

№12605-7-2-2

（
石
井
肇
氏
提
供
）
／
№6759-59

②　

駅
名
の
変
遷 

～
太
尾
駅
か
ら
大
倉
山
駅
へ
～

駅
名
の
変
遷

　

現
在
、
記
念
館
の
最
寄
り
駅
は
「
大倉山


駅
」
で
す
。
も
と
も

と
の
駅
名
は
「
太ふ
と

尾お

駅
」
で
し
た
が
、
建
物
が
竣
工
す
る
直
前
の

昭
和
七
年
三
月
に
変
更
さ
れ
て
、
現
在
の
駅
名
と
な
り
ま
し
た
。

《
展
示
資
料
》

・
大
倉
邦
彦
宛
金
坂
吉
三
葉
書
／
昭
和
六
年
元
旦

�

沿
革
史
資
料
№50844
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
四
輯
　
平
成
三
十
年
三
月

・�

大
倉
邦
彦
宛
前
川
清
一
郎
書
簡
／
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）

六
月�

沿
革
史
資
料
№30451

　

大倉山


駅
改
装
の
落
成
祝
賀
会
の
案
内
状
で
す
。
そ
れ
ま
で
坂

道
の
途
中
に
あ
っ
た
改
札
口
が
坂
下
に
移
さ
れ
て
、
現
在
の
場
所

に
新
し
い
駅
舎
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
差
出
人
で
あ
る
前
川
清
一
郎

は
、
記
念
館
正
面
向
か
っ
て
左
側
に
そ
び
え
た
つ
榧か

や

の
木
を
寄
付

し
た
人
物
で
す
。

「
大
倉
山
駅
」
の
由
来

　

太
尾
駅
か
ら
大倉山


駅
へ
の
駅
名
変
更
に
は
、
大倉

邦
彦
と
大

倉
精
神
文
化
研
究
所
が
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

《
展
示
資
料
》

・�

大
倉
邦
彦
葉
書
／
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
ヵ
四
月
二
十
七
日

【
図
４
】�

沿
革
史
資
料
№77909

　

大倉

と
親
交
の
あ
っ
た
仏
教
学
者
の
藤ふ
じ

原わ
ら

猶ゆ
う

雪せ
つ

宛
の
未
投
函
の

葉
書
で
す
。
東
京
横
浜
電
鉄
（現
 

東
急
電
鉄
）
か
ら
、
駅
名
変

更
の
相
談
を
受
け
た
大倉

は
、
知
り
合
い
の
研
究
者
た
ち
に
「
研

究
所
に
ふ
さ
は
し
い
駅
名
」
の
候
補
を
挙
げ
て
も
ら
い
た
い
と
依

頼
し
た
よ
う
で
す
。
大倉

が
「
名
称
は
二
字
で
、
〇
〇
山
と
呼
び

度た

い
」
と
い
う
意
向
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

・
原
田
三
千
夫
宛
立
花
栄
吉
書
簡
／
昭
和
六
年
十
二
月
四
日

�

沿
革
史
資
料
№8157

　

東
京
横
浜
電
鉄
の
運
輸
課
長
で
あ
る
立
花
か
ら
、
社
内
会
議
で

新
し
い
駅
名
が
「
大倉山


」
に
決
定
し
た
こ
と
を
伝
え
る
書
簡
で

す
。
研
究
所
は
、
は
じ
め
「
大倉

研
究
所
」
案
を
示
し
（
十
月
三

十
一
日
）、
そ
の
後
「
大倉

文
研
」「
研
究
所
前
」「
大倉山


」
の

三
案
を
提
案
し
て
い
ま
し
た
（
十
一
月
二
十
四
日
）。 【図 ４】
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③　

設
計
者
と
施
工
業
者

長
野
宇
平
治
と
竹
中
工
務
店

　

大倉

精
神
文
化
研
究
所
本
館
の
設
計
を
担
当
し
た
の
は
、
長な
が

野の

宇う

平へ
い

治じ

（
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
～
昭
和
十
二
年
（
一
九
三

七
））
で
す
。
大倉

と
は
東
京
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
知
り
合
い
、

親
交
を
深
め
た
よ
う
で
す
。
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）の

関
東

大
震
災
で
、
大倉

洋
紙
店
本
店
が
焼
失
す
る
と
、
長
野
が
新
社
屋

の
設
計
を
担
当
し
ま
し
た
。
そ
の
仕
事
振
り
が
評
価
さ
れ
、
長
野

に
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
研
究
所
本
館
の
施
工
を
請
け
負
っ
た
の
は
、
竹
中
工

務
店
で
し
た
。
同
工
務
店
は
大倉

洋
紙
店
の
新
社
屋
も
施
工
し
て

い
ま
す
。

《
展
示
資
料
》

・�（
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
建
築
請
負
）
契
約
書
／
昭
和
四
年

（
一
九
二
九
）
十
二
月
一
日�

沿
革
史
資
料
№3694

　

契
約
書
で
は
、
昭
和
五
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
に
完
成
す
る
予

定
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
、
昭
和
七
年
（
一
九
三

二
）
四
月
ま
で
か
か
り
ま
し
た
。

・
建
築
現
場
監
督
嘱
託
状
／
昭
和
四
年
十
月
一
日

�

沿
革
史
資
料
№12605-3

（
石
井
肇
氏
提
供
）

　

施
工
業
者
の
竹
中
工
務
店
で
は
な
く
、
施
主
の大倉


が
建
築
現

場
監
督
の
委
嘱
契
約
を
直
接
結
ん
で
い
ま
す
。

受
注
を
希
望
し
た
建
築
会
社

　

竹
中
工
務
店
以
外
に
も
、
受
注
を
希
望
し
た
建
築
会
社
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
清
水
組
（現

清
水
建
設
）
で
す
。

《
展
示
資
料
》

・
大
倉
邦
彦
宛
清し

水み
ず

釘て
い

吉き
ち

書
簡
／
昭
和
四
年
八
月
三
日

�

沿
革
史
資
料
№38947

　

清
水
釘
吉
（
慶
応
三
年
～
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
））
は
、

清
水
組
の
代
表
者
で
、
の
ち
に
代
表
取
締
役
社
長
を
務
め
ま
し
た
。

「
特
殊
の
技
術
を
要
す
る
工
事
」
の
経
験
は
豊
富
な
の
で
、
ぜ
ひ

と
も
受
注
し
た
い
と
伝
え
て
い
ま
す
。
清
水
組
は
、
横
浜
市
内
で

は
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
本
館
や
旧
横
浜
銀
行
本
店
別
館
な
ど

を
施
工
し
て
い
ま
す
。
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④　

建
築
装
飾 

～
ペ
デ
ィ
メ
ン
ト
・
テ
ラ
コ
ッ
タ
像
～

　

大倉

精
神
文
化
研
究
所
本
館
の
建
築
装
飾
を
担
当
し
た
の
は
、

長
崎
県
島
原
市
出
身
の
彫
刻
家
・
水み

ず

谷の
や

鐡て
つ

也や

（
明
治
九
年
（
一
八

七
六
）
～
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
））
で
す
。
水
谷
は
若
く
し

て
長
野
宇
平
治
に
才
能
を
認
め
ら
れ
、
長
野
が
手
掛
け
た
様
々
な

建
築
物
の
建
築
装
飾
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
研
究
所
本
館
で
は
、

ペ
デ
ィ
メ
ン
ト
、
テ
ラ
コ
ッ
タ
像
、
そ
し
て
留
魂
碑
（現
 

留
魂

礎
碑
）の

制
作
を
担
当
し
ま
し
た
。

正
面
入
口
の
ペ
デ
ィ
メ
ン
ト

　

ペ
デ
ィ
メ
ン
ト
（
破は

風ふ

）
と
は
、
切き
り

妻づ
ま

屋
根
の
三
角
形
の
部
分

の
こ
と
で
す
。
建
物
正
面
に
位
置
す
る
こ
の
場
所
に
は
、
建
物
を

象
徴
す
る
彫
刻
が
施
さ
れ
る
こ
と
が
通
例
で
し
た
。

《
展
示
資
料
》

・�「
吉
祥
天
デ
ッ
サ
ン
」【
図
５
】�

沿
革
史
資
料
№8218-39-13

　

水
谷
自
筆
の
初
期
の
デ
ザ
イ
ン
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
当
初
、
大

倉
は
「
神
道
、
仏
教
の
楽
器
又
は
儀
式
に
用
ゆ
る
道
具
等
を
入
れ

る
、
簫し

ょ
う、
ヒ
チ
リ
キ
、
釣
鐘
、
木も
く

魚ぎ
ょ

等
を
ハ
ー
モ
ナ
イ
ズ
す
る
表

象
」
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

・�

写
真
「
ペ
デ
ィ
メ
ン
ト
の
原
型
」【
図
６
】

�

沿
革
史
資
料
№6761-189

　

中
央
の
鏡
は
正
倉
院
御ぎ
ょ

物ぶ
つ

の
八は
ち

稜り
ょ
う

鏡き
ょ
うを
模
し
た
も
の
で
、
左

右
を
二
羽
の
鳳
凰
が
雲
に
乗
り
、
綬じ

ゅ

を
く
わ
え
て
守
護
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
記
念
館
入
口
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る原

型
で
す
。

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
吹
き
抜
け
の
テ
ラ
コ
ッ
タ
像

　

テ
ラ
コ
ッ
タ
と
は
、
土
を
焼
い
て
作
る
素
焼
の
彫
刻
で
す
。
専

門
家
の
手
に
よ
っ
て
造
ら
れ
、
か
つ
現
存
し
て
い
る
も
の
は
数
え

【図 ５】

【図 ６】
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白
白
白
白
白

白白
白
白
白
白
白
白
白
白
白

る
ほ
ど
し
か
な
く
、
非
常
に
貴
重
な
作
品
群
で
す
。

《
展
示
資
料
》

・�

大
倉
邦
彦
宛
水
谷
鐡
也
葉
書
／
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
五
月

二
十
二
日�

沿
革
史
資
料
№9059

　
「
四
、
五
日
後
焼
き
に
か
か
」
るの

で
、
そ
の
前
に
見
に
来
て

ほ
し
い
と
伝
え
て
い
ま
す
。
水
谷
は
製
作
状
況
を
大倉

ら
に
逐
一

伝
え
て
い
た
よ
う
で
す
。

・�

写
真
「
獅
子
と
鷲
の
テ
ラ
コ
ッ
タ
像
」
／
平
成
二
十
三
年
（
二

〇
一
一
）
撮
影

　

獅
子
八
体
、
鷲
八
体
の
計
十
六
体
の
テ
ラ
コ
ッ
タ
像
は
、
ひ
と

つ
ひ
と
つ
、
形
と
向
き
が
異
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
下
か
ら

見
上
げ
た
時
に
は
、
必
ず
ど
れ
か
一
体
と
目
が
合
う
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

⑤　

最
新
技
術 

～
吹
付
け
・
不
二
サ
ッ
シ
～

　

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）の

関
東
大
震
災
で
は
、
木
造
住
宅

が
延
焼
し
て
多
く
の
人
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
建
物

の
耐
火
性
能
が
と
て
も
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
大倉


は
本
館
を
建
設
す
るに

あ
た
っ
て
、
当
時
の
最
新
技
術
を
積
極
的

に
採
用
し
ま
し
た
。

外
壁
の
吹
付
け

　

当
初
、
本
館
の
外
壁
は
タ
イ
ル
張
り
で
計
画
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
廉
価
で
耐
火
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
三
色
か
ら
な
る

「
斑ふ

入
り
白
セ
メ
ン
ト
吹
付
け
」
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。「
白は
く

亜あ

の

殿堂

」
と
称
さ
れ
る
建
物
の
色
は
、
こ
う
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
工
事
が
日
本
の
建
築
史
上
初
め
て
、
吹
付
け
工
法
が
実
用

化
さ
れ
た
工
事
で
し
た
。
た
だ
し
、
そ
の
後
二
回
改
修
が
施
さ
れ

た
た
め
、
残
念
な
が
ら
、
現
在
の
外
壁
は
建
築
当
初
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

《
展
示
資
料
》

・�

ウ
ォ
ー
ガ
ン
工
業
事
務
所
書
簡
／
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
八

月
十
七
日�

沿
革
史
資
料
№3566-14

　
「
ウ
ォ
ー
ガ
ン
イ
ミ
テ
ッ
ク
ス
」
は
、
横
浜
の
左
官
・
久
保
田

由
太
郎
が
考
案
し
た
、
白
色
セ
メ
ン
ト
を
霧
状
に
吹
付
け
る
新
し

い
工
法
で
す
。
ウ
ォ
ー
ガ
ン
工
業
事
務
所
は
、
そ
の
工
法
を
専
門
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と
す
る
会
社
で
す
。

防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー

　

国
産
シ
ャ
ッ
タ
ー
業
界
大
手
で
あ
っ
た
大
野
製
作
所
は
、
約
十

年
間
の
研
究
を
経
て
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）に

新
し
い
ス

チ
ー
ル
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
開
発
し
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
耐
火
試
験
で

も
好
結
果
を
出
し
た
こ
と
で
、
大
型
の
発
注
が
舞
い
込
む
よ
う
に

な
り
、
大
野
製
作
所
は
不
二
サ
ッ
シ
製
作
所
を
昭
和
五
年
（
一
九

三
〇
）に

設
立
し
ま
す
。
現
在
の
不
二
サ
ッ
シ
株
式
会
社
の
前
身

で
す
。
こ
の
防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
、
本
館
に
も
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

《
展
示
資
料
》

・「
最
近
採
用
せ
ら
れ
た
る
建
物
の
二
三
」

�

沿
革
史
資
料
№6761-189

　

大
野
製
作
所
が
、
検
討
材
料
と
し
て
提
出
し
た
書
類
の
一
つ
で

す
。
明
治
神
宮
記
念
絵
画
館
や
三
井
銀
行
横
浜
支
店
（現
 
三
井

住
友
銀
行
横
浜
支
店
）
な
ど
が
列
挙
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
原
田
三
千
夫
宛
藤
田
直
寛
書
簡
／
昭
和
五
年
五
月
十
四
日

�

沿
革
史
資
料
№20187

　

藤
田
直
寛
は
不
二
サ
ッ
シ
製
作
所
の
代
表
で
、
本
資
料
は
請
書

の
添
状
で
す
。
当
初
の
見
積
が
高
額
で
あ
っ
た
た
め
、
交
渉
し
て

若
干
値
引
き
し
て
も
ら
い
、
契
約
が
成
立
し
ま
し
た
。

⑥　

図
書
館
設
備 

～
書
架
・
リ
フ
ト
～

五
層
積
層
式
鋼
鉄
製
書
架

　

図
書
館
を
設
立
す
るに

あ
た
っ
て
、
多
く
の
書
籍
を
収
容
で
き

る
書
架
が
必
要
で
し
た
。
そ
こ
で
採
用
さ
れ
た
の
が
、
五
層
積せ
き

層そ
う

式
鋼
鉄
製
書
架
で
す
。
ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館
で
採
用
さ
れ
て
以

降
、
こ
の
書
架
は
利
便
性
が
高
く
構
造
的
に
優
れ
て
い
る
と
し
て
、

当
時
の
図
書
館
界
で
注
目
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

《
展
示
資
料
》

・�

本
研
究
所
附
属
図
書
館
の
書
架
の
側
面
図
／
『
図
書
館
学
講

座
』
第
十
二
巻
（
昭
和
六
年
三
月
）
所
載

�

沿
革
史
資
料
№8386

　

ア
メ
リ
カ
のLibrary Bureau

社
の
書
架
を
輸
入
し
て
、
若

干
改
良
し
た
上
で
設
置
し
ま
し
た
。
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白
白
白
白
白

白白
白
白
白
白
白
白
白
白
白

・
写
真
「
建
設
工
事
中
の
研
究
所
本
館
」
／
昭
和
五
年
ヵ

�

沿
革
史
資
料
№6759-68

・�

写
真
「
竣
工
時
の
書
架
」�

沿
革
史
資
料
№6761-189

　

積
層
式
鋼
鉄
書
架
は
、
各
天
井
ま
で
効
率
的
に
図
書
が
配
架
で

き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
書
架
の
柱
を
直
接
床

に
取
り
つ
け
る
こ
と
で
、
か
な
り
の
荷
重
に
耐
え
ら
れ
、
か
つ
柱

が
書
庫
の
骨
組
み
の
役
目
も
果
た
す
の
も
特
徴
で
す
。

ブ
ッ
ク
リ
フ
ト

　

当
時
、
図
書
館
で
は
も
っ
こ
な
ど
を
用
い
て
図
書
を
運
搬
す
る

の
が
通
例
で
し
た
。
し
か
し
本
附
属
図
書
館
に
は
、
最
先
端
の
図

書
運
搬
用
の
電
動
式
リ
フ
ト
が
設
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

《
展
示
資
料
》

・
ブ
ッ
ク
リ
フ
ト
／
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
撮
影

⑦　

研
究
所
本
館
の
鐘 

～
打
鐘
・
梵
鐘
～

打
鐘

　

竣
工
し
た
直
後
の
本
館
に
は
、
西
洋
式
の
鐘
が
吊
る
さ
れ
て
い

た
よ
う
で
す
。
残
念
な
が
ら
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
資
料
や
写
真
は

ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
当
時
の
様
子
に
つ
い
て
、
左
の

よ
う
な
回
想
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
　

�　

我
ら
六
年
生
は
、
こ
の
秋
〔
筆
者
注
：
昭
和
七
年
秋
〕、

太ふ
と

尾お

の山の


上
に
完
成
し
た
図
書
館
を
見
学
し
た
。（
中

略
）
図
書
館
で
は
、
毎
朝
九
時
に
な
る
と
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

そ
れ
は
お
寺
の
釣
鐘
の
音
色
で
は
な
か
っ
た
。
俺
た
ち
の
聞

い
た
こ
と
の
な
い
西
洋
の
音
色
が
、
稲
田
を
伝
わ
っ
て
聞
こ

え
て
く
るの

で
あ
る
。
山
頂
で
、
あ
た
り
に
は
何
の
障
害
物

の
な
い
田
園
で
あ
っ
た
か
ら
、
綱つ

な

島し
ま

・
師も
ろ

岡お
か

・
菊き
く

名な

・
小こ

机づ
く
え・
新に
っ

羽ぱ

・
吉
田
の
四
方
か
ら
見
え
、
そ
の
鐘
の
音
は
、
一

里
四
方
か
ら
も
聞
こ
え
て
き
た
も
の
だ
。（「
大倉山の



図
書

館
」
滝
嶋
芳
夫
『
お
や
じ
と
お
れ
た
ち
の
都
筑
・
新
田
村
小

学
校
』
よ
り
）

《
展
示
資
料
》

・
打
鐘
装
置
14
（
図
面
）�

沿
革
史
資
料
№3566-14

　

図
面
で
は
、
鐘
に
モ
ー
タ
ー
に
よ
る
打
鐘
装
置
が
取
付
け
ら
れ

て
い
て
、
一
分
間
に
四
十
回
、
自
動
的
に
打
鐘
さ
れ
る
よ
う
設
計



306

『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
四
輯
　
平
成
三
十
年
三
月

さ
れ
て
い
ま
す
。
前
記
の
回
想
に
出
て
く
る
鐘
の
図
面
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

梵
鐘

　

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
六
月
に
、
京
都
の
高
橋
鐘
聲
堂（

高

橋
才
治
郎
商
店
）に

梵
鐘
の
鋳
造
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。
こ
の
梵

鐘
は
塔
屋
の
西
側
に
吊
る
さ
れ
、
記
録
に
よ
る
と
、
同
年
七
月
十

三
日
か
ら
毎
日
五
時
、
正
午
、
十
三
時
、
十
七
時
、
二
十
一
時
に

撞
か
れ
て
い
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
昭
和
十
八
年
（
一
九
四

三
）
七
月
に
供
出
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
梵
鐘
は
現
存
し
て
い
ま
せ

ん
。

《
展
示
資
料
》

・
写
真
「
塔
屋
に
吊
る
さ
れ
た
梵
鐘
」�

沿
革
史
資
料
№6761-189

　

梵
鐘
に
は
、
大倉に


よ
る
鐘
銘
が
刻
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

・
大
倉
邦
彦
宛
高
橋
才
治
郎
書
簡
／
昭
和
八
年
七
月
四
日

�

沿
革
史
資
料
№25571

　

梵
鐘
の
鋳
造
が
無
事
完
了
し
た
こ
と
を
報
告
し
た
書
簡
で
す
。

高
橋
才
治
郎
は
仏
具
金
物
の
鋳
造
を
専
門
と
す
る
鋳
物
師
で
、
高

橋
鐘
聲
堂
を
創
立
し
、
全
国
各
地
の
銅
像
や
梵
鐘
を
作
成
し
ま
し

た
。
関
東
一
の大

き
さ
を
誇
る
総
持
寺
の大

梵
鐘
も
、
こ
の
鐘
聲

堂に

よ
っ
て
鋳
造
さ
れ
た
も
の
で
す
。

⑧　

日
本
精
神
文
化
曼
荼
羅

井い

村む
ら

方ほ
う

外が
い

　

現
在
、
附
属
図
書
館
に
入
っ
て
右
側
に
、「
日
本
精
神
文
化
曼

荼
羅
」
と
い
う
大
き
な
日
本
画
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は

応
接
室
（現
 

第
五
集
会
室
）に

掲
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

大倉

が
、
日
本
精
神
を
代
表
す
る
歴
史
上
の
人
物
を
通
し
て
、

研
究
所
の
精
神
を
可
視
化
し
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

人
物
の
選
定
は
仏
教
史
学
者
の
辻つ

じ

善ぜ
ん

之の

助す
け

や
藤
原
猶
雪
ら
が
、
描

画
は
宗
教
画
家
の
井
村
方
外
が
担
当
し
ま
し
た
。

【図 ７】　井村方外

《
展
示
資
料
》

・�

写
真
「
井
村
方
外
」【
図
７
】

�

沿
革
史
資
料
№8213

　

明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
～
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昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）、
三
重
県
伊
勢
市
出
身
、
名
は
忠

吉
。
山や

ま

元も
と

春し
ゅ
ん

挙き
ょ

・
寺て
ら

崎さ
き

広こ
う

業ぎ
ょ
うに
師
事
し
、
文
展
に
三
回
入
選
し

て
い
ま
す
。
ま
た
禅
や
武
道
の
造
詣
も
深
く
、「
剣
禅
画
一
致
」

を
提
唱
し
ま
し
た
。

・
井
村
方
外
画
「
日
本
精
神
文
化
曼
荼
羅
」

�

沿
革
史
資
料
№11032

　

聖
し
ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

を
中
心
に
神
道
、
仏
教
、
儒
教
を
極
め
た
先
哲
た
ち

を
描
き
、
四
隅
に
仏
教
の
守
護
神
で
あ
る
四
天
王
を
配
置
し
た
構

図
に
は
、
三
教
一
致
と
い
う
日
本
の
伝
統
文
化
を
大
事
に
守
り
伝

え
、
世
界
に
広
め
て
い
こ
う
と
い
う
大倉の


思
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

・�

大
倉
邦
彦
宛
井
村
方
外
書
簡
／
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
六
月

二
日�

沿
革
史
資
料
№38898

　

井
村
が
「
画
想
」
を
練
る
た
め
に
「
旧
都
」
に
赴
く
な
ど
、

「
宗
教
的
芸
術
と
し
て
の
力
を
種
々
の
方
面
よ
り
発
揮
致
し
度た

く

、

装
飾
等
の
点
も
苦
心
仕
り
、
小
生
の
頭
脳
の
及
ぶ
限
り
を
尽
く
し

て
一
創
作
を
作
り
出
さ
ん
」
と
の
意
気
込
み
で
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、「
画
像
模
写
」
を
し
た
い
の

で
「
七
名
高
僧
の
お
名
前
」
を
知
ら
せ
て
ほ
し
い
と
あ
り
、
井
村

が
い
く
つ
も
の
画
像
や
彫
刻
な
ど
を
調
べ
た
上
で
、
描
画
し
た
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。

本
研
究
所
が
所
蔵
す
る
井
村
の
作
品

《
展
示
資
料
》

・
井
村
方
外
画
「
恵
美
須
ノ
図
」�

沿
革
史
資
料
№12358

・
井
村
方
外
画
「
降
魔
之
図
」�

沿
革
史
資
料
№12359

・
井
村
方
外
画
「
菅
公
図
」�

沿
革
史
資
料
№12360

三　

戦
前
に
お
け
る
研
究
所
の
運
営

①　

研
究
所
の
活
動 

～
研
究
事
業
～

　

大倉

は
、「
世
界
史
を
貫
く
人
類
文
化
の
普
遍
的
意
義
」
と

「
我
が
国
体
の
本
質
に
基
く
精
神
文
化
」
を
明
ら
か
に
す
べ
く
、

斯
界
の
第
一
人
者
を
招
き
、
研
究
事
業
を
進
め
ま
し
た
。
主
な
大

事
業
と
し
て
は
、『
神
典
』
編
纂
と
『
大
日
本
精
神
史
』
編
修
が

あ
り
ま
す
。
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
四
輯
　
平
成
三
十
年
三
月

《
展
示
資
料
》

・
写
真
「
植う

え

木き

直な
お

一い
ち

郎ろ
う

」�

『
國
史
学
論
集
』
よ
り

　

明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
～
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）、

國
學
院
大
學
教
授
。
法
制
史
学
者
。『
神
典
』
編
纂
の
主
た
る
実

務
を
担
当
し
ま
し
た
。

・
写
真
「
西に

し

晋し
ん

一い
ち

郎ろ
う

」�

『
清
風
録
』
よ
り

　

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
～
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）、
広

島
文
理
科
大
学
教
授
。
西に

し

田だ

幾き

多た

郎ろ
う

と
並
び
称
さ
れ
た
倫
理
哲
学

界
の
重
鎮
で
し
た
。『
大
日
本
精
神
史
』
編
修
部
長
を
務
め
ま
し

た
。

・
写
真
「
大
日
本
精
神
史
編
修
室
」�
沿
革
史
資
料
№6758-31

　

左
に
座
っ
て
い
るの

が
、『
大
日
本
精
神
史
』
編
修
長
を
務
め

た
新し

ん

見み

吉き
ち

治じ

（
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
～
昭
和
四
十
九
年
（
一

九
七
四
））
で
す
。

研
究
員

　

大倉

は
、
優
秀
な
若
手
研
究
者
を
研
究
員
と
し
て
採
用
し
、
研

究
と
実
践
の
場
を
提
供
し
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
の
ち
に
そ
の

研
究
分
野
に
お
け
る
泰
斗
と
な
っ
た
人
も
い
ま
す
。

《
展
示
資
料
》

・
宿
直
日
誌
一�

沿
革
史
資
料
№2612

　

研
究
員
や
所
員
は
、
修
養
会
の
指
導
員
な
ど
も
担
当
し
て
い
ま

し
た
。
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
十
月
十
日
に
神
奈
川
県
庁
員

修
養
会
が
あ
り
、
岡お

か

田だ

俊し
ゅ
ん

平ぺ
い

、
岡
崎
賢
次
、
山
田
勝
二
、
山
田

晴
雄
、
西に

し

田だ

長な
が

男お

、
高
橋
八
郎
が
班
長
な
ど
を
務
め
て
い
た
こ
と

が
確
認
で
き
ま
す
。

・�

大
倉
邦
彦
宛
秋あ
き

山や
ま

大ひ
ろ
し

書
簡
／
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
二

月
五
日�

沿
革
史
資
料
№35075

　

秋
山大（


明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
～
昭
和
二
十
一
年

（
一
九
四
六
））
は
、
司
馬
遼
太
郎
の
代
表
作
『
坂
の
上
の
雲
』
の

主
人
公
、
秋
山
真
之
の
長
男
で
す
。
父
と
祖
父
の
影
響
で
宗
教
芸

術
の
研
究
に
取
り
組
み
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
八
月
か
ら
当

研
究
所
の
研
究
嘱
託
と
な
り
ま
し
た
。
本
書
簡
は
、
自
分
の
著
書

『
現
世
信
仰
の
表
現
と
し
て
の
薬
師
造
像
』
が
研
究
所
か
ら
出
版

さ
れ
る
こ
と
を
、
父
の
二
十
三
回
忌
の
「
法
要
」
で
「
霊
前
」
に

報
告
し
た
こ
と
を
伝
え
た
も
の
で
す
。
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②　

研
究
所
の
活
動 

～
採
用
依
頼
～

　

研
究
所
創
立
の
こ
と
が
新
聞
等
で
報
道
さ
れ
る
と
、
全
国
各
地

か
ら
入
所
を
希
望
す
る
手
紙
が
殺
到
し
ま
す
。
本
人
自
ら
書
い
た

も
の
も
あ
れ
ば
、
教
え
子
や
知
人
を
推
薦
し
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

非
採
用
と
な
っ
た
も
のの

中
か
ら
、
興
味
深
い
書
簡
二
通
を
紹
介

し
ま
す
。

平び
ょ
う

等ど
う

通つ
う

昭し
ょ
う

書
簡

《
展
示
資
料
》

・�

原
田
三
千
夫
宛
平
等
通
昭
書
簡
／
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
五

月
二
十
四
日�

沿
革
史
資
料
№20197

　

平
等
通
昭
（
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
～
平
成
五
年
（
一

九
九
三
））
は
、
区
内
新に

っ

羽ぱ

町
善ぜ
ん

教き
ょ
う

寺
の
住
職
で
す
。
仏
教
学
者

木き

村む
ら

泰た
い

賢け
ん

は
、
鎮
礎
式
で
大倉に


採
用
を
依
頼
す
る
こ
と
を
、
平

等
と
約
束
し
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
結
果
を
伝
え
る
前
に
、
五

月
十
六
日
に
急
死
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
平
等
が
原
田
に

こ
の
件
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
を
し
た
書
簡
で
す
。

・
大
倉
邦
彦
宛
平
等
通
昭
葉
書
／
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
元
旦

�

沿
革
史
資
料
№61137

　

イ
ン
ド
仏
教
文
学
と
パ
ー
リ
語
を
研
究
し
て
い
た
平
等
は
、
そ

の
後
イ
ン
ド
へ
留
学
し
、
タ
ゴ
ー
ル
か
ら
直
接
教
え
を
受
け
て
い

ま
す
。
葉
書
の
左
上
に
は
「
タ
ゴ
ー
ル
翁
よ
り
宜
し
く
申
さ
れ
ま

し
た
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

平ひ
ら

泉い
ず
み

澄き
よ
し

書
簡

《
展
示
資
料
》

・
大
倉
邦
彦
宛
平
泉
澄
書
簡
／
昭
和
八
年
十
一
月
三
日

�

沿
革
史
資
料
№35075

　

平
泉
澄
（
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
～
昭
和
五
十
九
年

（
一
九
八
四
）、
日
本
中
世
史
学
者
）
が
、
弟
子
で
日
本
刀
の
研
究

に
取
り
組
ん
で
い
た
岩い

わ

崎さ
き

航こ
う

介す
け

（
明
治
三
十
六
年
～
昭
和
四
十
二

年
（
一
九
六
七
））の

採
用
を
依
頼
し
た
書
簡
で
す
。
岩
崎
は
東

京
帝
国
大
学
国
史
学
科
を
卒
業
し
た
後
、
逗
子
開
成
中
学
校
の
講

師
を
勤
め
な
が
ら
工
学
部
に
再
入
学
し
て
お
り
、
平
泉
は
「
研
究

所
に
て
御
採
用
御
援
助
」
し
て
欲
し
い
と
述
べ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

岩
崎
と
懇
意
に
し
て
い
る
秋
山大

か
ら
色
々
と
聞
い
て
も
ら
い
た
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
四
輯
　
平
成
三
十
年
三
月

い
と
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

戦
後
、
岩
崎
は
故
郷
の
新
潟
県
三
条
市
に
帰
り
、
金
属
顕
微
鏡

を
用
い
た
科
学
的
分
析
を
用
い
て
玉た

ま

鋼は
が
ねを
使
っ
た
刃
物
製
造
法
の

確
立
に
努
め
る
な
ど
、
世
界
的
に
知
ら
れ
る
燕
三
条
の
刃
物
産
業

の
発
展
に
多
大
な
功
績
を
残
し
ま
し
た
。

③　

研
究
所
の
活
動 
～
参
観
～

　

大倉

精
神
文
化
研
究
所
本
館
が
完
成
す
る
と
、
近
隣
だ
け
で
な

く
、
全
国
各
地
か
ら
見
学
に
訪
れ
る
人
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

大倉

は
時
間
が
許
す
限
り
自
ら
館
内
を
案
内
し
、
講
話
な
ど
を
し

て
い
ま
す
。

《
展
示
資
料
》

・�

写
真
「
横
浜
高
等
女
学
校
参
観
」
／
昭
和
十
一
年
（
一
九
三

六
）
一
月
十
五
日�

沿
革
史
資
料
№6764-375

　

横
浜
高
等
女
学
校
（現
 

横
浜
学
園
高
等
学
校
）の

教
員
・
生

徒
約
千
名
が
見
学
に
来
た
時
の
も
の
で
す
。
大倉

が
入
口
前
に

立
っ
て
話
を
し
て
い
ま
す
。
小
説
『
山さ

ん

月げ
つ

記き

』
の
作
者
と
し
て
著

名
な
中な

か

島じ
ま

敦あ
つ
しは
、
同
校
の
教
員
で
し
た
の
で
、
こ
の
中
に
い
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

桜お
う

楓ふ
う

会か
い

か
ら
の
お
礼
状

《
展
示
資
料
》

・�

大
倉
邦
彦
宛
桜
楓
会
書
簡
／
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
五
月
二

日�

沿
革
史
資
料
№27871

　

桜
楓
会
は
日
本
女
子
大
学
校
（現
 

日
本
女
子
大
学
）の

卒
業

生
が
運
営
し
て
い
た
団
体
で
す
。
前
日
の
五
月
一
日
に
同
会
関
係

者
が
来
訪
し
た
際
に
、
大倉に


館
内
を
案
内
し
て
も
ら
っ
た
こ
と

へ
の
お
礼
を
述
べ
て
い
ま
す
。「
御
立
派
な
御
精
神
に
よ
り
建
て

ら
れ
ま
し
た
御
意
図
の大

き
さ
と
御
建
築
の
完
備
」
に
驚
き
、

「
自
分
た
ち
も
こ
れ
で
は
な
ら
な
い
と
反
省
し
て
帰
途
に
つ
き
ま

し
た
」
と
伝
え
て
い
ま
す
。

有あ
り

吉よ
し

忠ち
ゅ
う

一い
ち

の
和
歌

《
展
示
資
料
》

・�

大
倉
邦
彦
宛
佐さ

佐さ

木き

信の
ぶ

綱つ
な

書
簡
／
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
十

一
月
二
日
【
図
８
】�

沿
革
史
資
料
№38813

　

佐
佐
木
信
綱
（
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
～
昭
和
三
十
八
年
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（
一
九
六
三
））
は
歌
人
で
す
。
横
浜
に
佐
佐
木
の
門
人
た
ち
に
よ

る
新
月
会
と
い
う
歌
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
メ
ン
バ
ー
の
ひ
と

り
に
、
横
浜
の
震
災
復
興
に
尽
力
し
た
第
十
代
横
浜
市
長
の
有
吉

忠
一
（
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
～
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四

④　

研
究
所
の
活
動 

～
修
養
会
～

　

大倉

は
「
人
間
に
は
人
相
応
に
重
大
な
る
任
務
を
果
す
べ
き
使

命
が
あ
る
。
そ
の
為
に
は
心
に
堅
き
信
念
を
必
要
と
す
る
。
信
念

な
き
仕
事
は
砂
上
の
楼
閣
で
あ
る
。
さ
れ
ば
根
本
動
力
と
し
て
の

信
念
を
養
ふ
こ
と
が
修
養
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。」
と
述
べ
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
い
う
修
養
と
は
「
真
の
創
造
的
研
究
と
実
践
」
の

こ
と
で
、
そ
の
た
め
に
は
「
宗
教
的
信
仰
と
体
験
的
行
の
生
活
」

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

修
養
会
の
は
じ
ま
り

　

あ
る
日
、
大倉

は
桜
楓
会
横
浜
支
部
の
会
員
で
あ
る
母
親
た
ち

か
ら
、
子
供
の
生
活
態
度
な
ど
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。
こ

れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
八
月
、
大倉


は
桜
楓
会
会
員
の
子
供
を
対
象
に
、「
宗
教
的
情
操
教
育
」「
行
を

通
じ
て
の
体
験
的
教
育
」
を
施
す
修
養
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
し

ま
す
。

【図 ８】佐佐木書簡および別紙

七
））
が
い
ま
す
。
佐

佐
木
は
有
吉
が
研
究
所

の
こ
と
を
詠
ん
で
い
る

和
歌
を
見
つ
け
、
大倉


に
そ
の
こ
と
を
伝
え
た

書
簡
で
す
。

（大倉


文
化
研
究
所
二
首
）

見
は
る
か
す
野
も
山
も

海
も
天
地
の
い
み
じ
き

風
よ
こ
ゝ
に
向
け
吹
け

こ
れ
や
こ
の
心
を
み
が

く
大
き
殿
や
が
て
御
国

の
礎
と
こ
そ
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
四
輯
　
平
成
三
十
年
三
月

《
展
示
資
料
》

・
写
真
「
横
浜
婦
人
修
養
会
例
会
」
／
昭
和
九
年
二
月
二
日

�

沿
革
史
資
料
№6763-298

　

相
談
し
た
母
親
た
ち
も
修
養
会
を
結
成
し
、
月
一
回
、
大倉

と

仏
典
な
ど
の
勉
強
を
し
ま
し
た
。

各
種
団
体
の
修
養
会

　

こ
の
修
養
会
は
た
ち
ま
ち
評
判
と
な
り
、
官
庁
や
学
校
、
民
間

企
業
な
ど
が
研
究
所
に
、
修
養
会
開
催
を
次
々
と
依
頼
し
て
く
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
大倉

は
修
養
会
を
研
究
所
の
実

践
事
業
の
一
つ
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
し
ま
す
。

《
展
示
資
料
》

・
写
真
「
神
奈
川
県
中
学
校
校
長
修
養
会
」
／
年
月
不
明

�

沿
革
史
資
料
№6763-256

・�

写
真
「
神
奈
川
県
橘
樹
郡
女
子
訓
導
修
養
会
」
／
昭
和
十
年

（
一
九
三
五
）
六
月�

沿
革
史
資
料
№6764-310

・
写
真
「
第
八
回
大
倉
山
中
等
学
生
修
養
会
」
／
昭
和
十
年
八
月

�

沿
革
史
資
料
№6763-257

・�

写
真
「
神
奈
川
県
女
子
師
範
生
徒
修
養
会
」
／
昭
和
十
年
十
一

月�

沿
革
史
資
料
№6763-289

・�

写
真
「
神
奈
川
県
庁
吏
修
養
会
」
／
昭
和
十
二
年
（
一
九
三

七
）
十
一
月�

沿
革
史
資
料
№6763-295

・�

写
真
「
第
二
十
回
学
生
修
養
会
」
／
昭
和
十
四
年
（
一
九
三

九
）
三
月�

沿
革
史
資
料
№6762-222

修
養
会
の
一
日
の
流
れ

　

修
養
会
は
当
日
限
り
の
場
合
も
あ
れ
ば
、
連
泊
の
場
合
も
あ
り

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
第
五
回
大倉山


中
等
学
生
修
養
会
（
昭
和

九
年
（
一
九
三
四
）
八
月
二
十
二
日
～
二
十
七
日
）の

時
間
表
を

第 ５回大倉山中等学生修養会　
時間表（大倉邦彦「私の使命
事業　皇紀二五九四年度」よ
り作成）
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白
白
白
白
白

白白
白
白
白
白
白
白
白
白
白

基
に
、
他
の
修
養
会
で
の
感
想
文
や
写
真
を
用
い
て
、
修
養
会
の

一
日
の
流
れ
を
紹
介
し
ま
す
。

《
展
示
資
料
》

・
写
真
「
食
事
風
景
」
／
年
月
不
明

�

沿
革
史
資
料
№6762-223

　

食
前
に
「
食
前
静
思
」
が
朗
誦
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
修
養
会

中
は
「
無
言
厳
守
」
で
し
た
。

・
写
真
「
作
務
の
様
子
」
／
年
月
不
明

�

沿
革
史
資
料
№6781

／6762-247

　

作さ

務む

で
は
、
草
取
り
な
ど
の
肉
体
労
働
や
周
辺
の
掃
除
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。
大倉

や
指
導
員
の
研
究
員
も
作
業
服
を
着
て
、
一

緒
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
現
在
の大倉山



公
園
の
広
場
や
駅
か
ら

の
道
路
は
、
こ
う
し
た
作
務
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

・
写
真
「
休
憩
の
様
子
」
／
年
月
不
明

�

沿
革
史
資
料
№6778

　

班
ご
と
に
集
ま
っ
て
、
お
や
つ
を
食
べ
た
り
、
食
後
に大倉


が

作
詞
し
た
「
修
養
会
歌
」
を
歌
っ
た
り
し
ま
し
た
。

・
写
真
「
座
禅
風
景
」
／
年
月
不
明

�

沿
革
史
資
料
№6758-10

　

一
日
に
二
回
、
定
坐
（
座
禅
）
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
現

在
、
こ
の
座
禅
道
場
は
、
横
浜
市
大倉山


記
念
館
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑤　

研
究
所
の
活
動 

～
研
究
所
の
刊
行
物
～

　

大倉

は
、
当
研
究
所
は
「
基
礎
研
究
」
で
は
な
く
、
世
の
中
に

す
ぐ
に
役
立
つ
「
臨
床
研
究
」
を
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
常
々

語
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
知
人
の
研
究
者
や
研
究
員
を
通
し

て
、
わ
が
国
の
歴
史
や
古
典
、
精
神
修
養
に
関
す
る
講
演
会
を
開

き
、
書
籍
を
刊
行
す
る
な
ど
、
普
及
活
動
に
努
め
ま
し
た
。
特
に
、

『
神
典
』
や
雑
誌
『
感
想
』『
躬

き
ゅ
う

行こ
う

』
は
ひ
ろ
く
普
及
し
、
大倉

と

研
究
所
の
名
を
世
に
知
ら
し
め
ま
し
た
。

《
展
示
資
料
》

・
写
真
「『
神
典
』」
／
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
二
月
刊
行

�

沿
革
史
資
料
№8176

　
「
古
事
記
」「
日
本
書
紀
」「
古
語
拾
遺
」「
延
喜
式
」
な
ど
の
古

典
の
全
文
ま
た
は
抄
録
を
収
め
た
二
千
百
ペ
ー
ジ
を
超
え
る大

冊
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
四
輯
　
平
成
三
十
年
三
月

で
す
。
漢
文
を
書
き
下
し
、
す
べ
て
の
漢
字
に
フ
リ
ガ
ナ
を
付
す

な
ど
、
読
み
や
す
く
編
纂
さ
れ
て
い
る
た
め
、
今
な
お
版
を
重
ね

て
い
ま
す
。
こ
の
『
神
典
』
編
纂
が
、
本
研
究
所
の
最
初
の大

事

業
で
し
た
。

・�

写
真
「『
感
想
（
其
一
）』」
／
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
七

月
刊
行�

沿
革
史
資
料
№1089

　

大
正
十
四
年
か
ら
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
ま
で
、
毎
年
一

回
発
行
し
た
冊
子
。
最
初
は
、
大倉

洋
紙
店
の
社
員
教
育
の
た
め
、

大倉の


精
神
修
養
に
関
す
る
短
文
を
ま
と
め
た
非
売
品
で
し
た
。

し
か
し
瞬
く
間
に
反
響
を
呼
び
、
頒
布
部
数
は
二
百
九
十
一
万
部

に
も
達
し
ま
し
た
。
英
訳
『M

Y
 T

H
O

U
GH

T
S

』
も
刊
行
さ
れ

て
い
ま
す
。
な
お
、
雑
誌
『
躬
行
』
に
掲
載
さ
れ
た
随
想
も
す
べ

て
含
め
て
、
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）に

当
研
究
所
か
ら
『
大

倉
邦
彦
の
『
感
想
』』
が
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

・�

写
真
「
躬
行
会
編
『
躬
行
』
第
一
号
」
／
昭
和
九
年
（
一
九
三

五
）
三
月
刊
行�

沿
革
史
資
料
№2361

　

大倉

自
ら
監
修
し
た
月
刊
修
養
雑
誌
。
百
三
十
三
号
（
昭
和
二

十
年
二
月
）
ま
で
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
大倉

は
、『
感
想
』
の
反

響
を
知
り
た
く
、
ま
た
年
一
回
の
刊
行
で
は
物
足
り
な
い
と
感
じ
、

「
読
者
諸
君
と
始
終
接
触
を
保
つ
機
関
」
と
し
て
躬
行
会
を
発
足

さ
せ
、
同
誌
の
刊
行
を
始
め
ま
し
た
。
名
称
は
、
大倉の


座
右
の

銘
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
実じ

っ

践せ
ん

躬き
ゅ
う

行こ
う

」
に
由
来
し
ま
す
。
大倉の



随
想
の
ほ
か
、
研
究
員
に
よ
る
コ
ラ
ム
、
研
究
所
等
の
活
動
報
告

な
ど
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

⑥　

研
究
所
の
活
動 

～
著
名
人
か
ら
の
礼
状
～

　

当
研
究
所
の
沿
革
史
資
料
に
は
、
研
究
所
の
刊
行
物
や
大倉の



著
書
に
対
す
る
感
想
が
書
か
れ
た
手
紙
や
葉
書
が
多
数
残
っ
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
は
、
著
書
や
刊
行
物
を
贈
呈
さ
れ
た
著
名
人
か
ら

の
礼
状
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

竹た
け

越こ
し

與よ

三さ
ぶ

郎ろ
う

　

慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
～
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）、

歴
史
学
者
。『
二
千
五
百
年
史
』
な
ど
を
執
筆
。
政
治
家
や
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
と
し
て
も
活
動
し
ま
し
た
。
本
書
簡
は
『
感
想
』
其
九

の
贈
呈
へ
の
礼
状
で
、「
昨
夜
者は

朝
方
ま
で
拝
読
」
し
た
と
伝
え
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白
白
白
白
白

白白
白
白
白
白
白
白
白
白
白

て
い
ま
す
。

《
展
示
資
料
》

・�

竹
越
與
三
郎
書
簡
／
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
二
月
十
四
日

�

沿
革
史
資
料
№24375

井い
の

上う
え

秀ひ
で

　

明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
～
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）、

家
政
学
者
・
教
育
家
。
広ひ

ろ

岡お
か

浅あ
さ

子こ

に
誘
わ
れ
て
日
本
女
子
大
学
校

（現
 

日
本
女
子
大
学
）に

入
学
し
、
第
一
期
生
と
し
て
卒
業
し
ま

し
た
。
の
ち
に
同
校
初
の
女
性
校
長
（
第
四
代
）
を
務
め
ま
し
た
。

本
書
簡
は
『
感
想
』
贈
呈
へ
の
礼
状
で
、
大倉の


言
葉
を
「
日
々

躬
行
の
指
針
と
致
す
べ
し
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

《
展
示
資
料
》

・�

井
上
秀
書
簡
／
昭
和
九
年
二
月
十
三
日

�

沿
革
史
資
料
№27105

會あ
い

津づ

八や

一い
ち

　

明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
～
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）、

美
術
史
家
・
書
家
。
秋

し
ゅ
う

艸そ
う

道
人
の
号
で
知
ら
れ
る
歌
人
で
も
あ
り
、

自
ら
揮
毫
し
た
歌
碑
が
各
地
に
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
書
簡
は

『
感
想
』
其
十
の
贈
呈
へ
の
礼
状
で
す
。

《
展
示
資
料
》

・�

會
津
八
一
書
簡
／
昭
和
九
年
二
月
十
九
日
【
図
９
】

　

��

沿
革
史
資
料
№59423

星ほ
し

一
は
じ
め

　

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
～
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）、

福
島
県
出
身
、
企
業
家
。
星
製
薬
を
創
業
し
、
日
本
の
製
薬
王
と

称
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
郷
の
野の

口ぐ
ち

英ひ
で

世よ

を
経
済
的
に
支
援
し
、

星
薬
科
大
学
を
創
立
す
る
な
ど
、
医
学
の
発
展
に
も
努
め
ま
し
た
。

Ｓ
Ｆ
作
家
星ほ

し

新し
ん

一い
ち

の
父
で
も
あ
り
ま
す
。
本
書
簡
は
『
感
想
』
其

十
一
の
贈
呈
へ
の
礼
状
で
す
。

【図 ９】　會津八一葉書
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
四
輯
　
平
成
三
十
年
三
月

《
展
示
資
料
》

・�
星
一
書
簡
／
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
四
月
十
六
日

�

沿
革
史
資
料
№62677

吉よ
し

岡お
か

彌や
よ

生い

　

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
～
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）、

教
育
者
。
東
京
女
医
学
校
（現
 

東
京
女
子
医
科
大
学
）
を
創
設

し
、
女
性
医
師
の
養
成
や
医
学
の
発
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。
本
書

簡
は
『
感
想
』
其
十
三
の
贈
呈
へ
の
礼
状
で
、
大倉の


考
え
を
当

時
の
社
会
に
対
す
る
「
頂

ち
ょ
う

門も
ん

の
一い
っ

針し
ん

」
と
激
賞
し
て
い
ま
す
。

《
展
示
資
料
》

・
吉
岡
彌
生
書
簡
／
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
二
月
十
三
日

�

沿
革
史
資
料
№31409

石い
し

原は
ら

莞か
ん

爾じ

　

明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
～
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四

九
）、
陸
軍
軍
人
。
こ
の
時
は
参
謀
本
部
作
戦
部
長
を
務
め
て
い

ま
し
た
。
本
書
簡
は
、
大倉

自
著
『
祭
政
一
致
と
臣
民
道
』
の
贈

呈
へ
の
礼
状
で
す
。

《
展
示
資
料
》

・
石
原
莞
爾
書
簡
／
昭
和
十
二
年
四
月
十
九
日

�

沿
革
史
資
料
№66768




